


御回答期限：令和８年９月９日（水）　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【別　紙】

AI活用実態調査アンケート調査票

宮崎県中小企業団体中央会　企画情報課　行　　　
FAX　０９８５－２７－３６７２
E-mail　takaoki-k@himuka.or.jp


組合名・組合員企業名　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　

問１　AIの活用状況として、最も近いものを1つお選びください。
☐１ 業務で日常的にAIツールを活用している　　☐２ 一部の担当レベルで試行・活用している
☐３ 活用を検討中、または活用に関心がある　　　☐４ 活用しておらず、今のところ活用の予定もない
☐５ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

≪問１で、１・２を選択した事業者のみ、御回答ください。≫
問２　AIを活用している業務、その際に活用している（活用が見込まれる）AIツール、AI機能付ツール、
その他ツールを教えてください。（複数選択可）
☐１　文書作成・要約・メール文面作成（生成AIなど）
　　　　　　　　　ツール名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
☐２　議事録作成・音声文字起こし
　　　　　　　　　ツール名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
☐３ 事務作業の効率化（AI-OCR、RPA、AIエージェント等）
　　　　　　　　　ツール名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
☐４ 販促画像・Webコンテンツ・広告作成
　　       　　ツール名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
☐５　顧客対応・問合せ対応（チャットボット等）
　       　　　ツール名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
☐６　施工管理・工程管理・データ分析・需要予測
　       　　　ツール名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
☐７　その他  【　　　　　　　　       　　　　　　　  　　　　　　 】
ツール名（　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

≪問１で、１・２を選択した事業者のみ、御回答ください。≫
問３　活用したAIツールの定着度は、いかがですか。
☐１ 組合内・社内に定着し、業務効率化の実感がある 　☐２ 一部の社員のみが活用している
☐３ 活用したが、使いこなせておらず形骸化している   ☐４ 活用したが、定着状況を把握していない

≪問4から問６まで、全ての事業者が、御回答ください。≫
問４　AI活用やDXの推進において、障害となっていることは何ですか。（複数選択可）
☐１　AIやデジタル化に詳しい人材がいない        　　 ☐２　導入費用や維持費用を捻出できない
☐３ 業務に適合するツールが分からない　　　　　　　　　　 ☐４　検討する時間がない
☐５ 情報セキュリティ等・AI活用リスクへの不安が高い　  ☐６　組合内・社内での関心が低い
☐７ そもそもAIでどういうことができて、自組合・自社の業務にどう活かせるかわからない。
☐８ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　）

問５　AI活用やDXの推進にあたり、どこに相談していますか。（複数選択可）
☐１ 商工団体（中小企業団体中央会、商工会議所、商工会）
☐２ ITベンダー・システム開発会社
☐３ 公的相談窓口（宮崎県よろず支援拠点、産業DXｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰみやざき、IT経営ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ）
☐４ 公認会計士、税理士、社労士、行政書士、ITコーディネータ他　　　
☐５ 相談していない。（自分で情報収集）
☐６ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問６　AI活用やDXの推進にあたり、県や支援機関等に期待する支援は何ですか。（複数選択可）
☐１ 基礎知識や具体的な業務活用に関する研修・講習会の開催
☐２ 各業界の成功事例・導入モデル事例の情報提供
☐３ 専門家による伴走型の現場支援　　　　　
　　　☐４ 補助金など、導入費用に対する財政支援
☐５ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



